
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
                                            

形原みらい工房   

NO．1９ 

～形原の学校と地域の未来を考える～ 

形原地域学校協働本部だより 

2025.1２.25 

形中
１年 地域の方に話を聴く会

 

11/19(水)、形中１年生が、「社会福祉・歴史文化・

ロープ工業・水産業・観光」の 5 分野について、地域の

方から話を聴く会を行いました。 

形原について深く学んだり、形原のために働く人の思

いを知ったりする良い機会となりました。 

講師の皆様には、生徒からのたくさんの質問に、ひと

つひとつ丁寧に答えていただきました。ありがとうござ

いました。 

デンソー太陽㈱ 大西明彦様 

社会福祉 

拾石チャラボコ保存会  
西川和宏 様  

歴史・文化 

御嶽エーン曳き保存会  
櫻間寿人 様 

歴史・文化 

稲葉製綱 稲葉千穂子 様 

ロープ工業 

味のヤマスイ 山本大輔 様 

水産業 

観光まちづくり課  
     都築柊哉 様 

観光 

形原観光協会  
     大橋英徳 様 

観光 

生徒の感想 
〇インターネットの調べ学習ではわからない部分や、様々な人との接し方を学ぶ
ことができました。 

〇「障がいがある人に接する上で大切にしていることは？」という質問の答えが
「一人の人間としてみること」でした。障がいがある方をケアしながら、同じ
人間であると考えることが大切だということがわかりました。 

〇この町を好きになってもらう取り組みを行っていることがわかりました。「理
由・価値」を創れば、課題を解決できると思いました。形原をよりよくするた
めに自分たちができることをしていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文責 生涯学習課 形原地区地域学校コーディネーター 櫻間寿人】 

 

形中 

10/25(土)、形原町民文化祭に形中生２名

がボランティアとして参加しました。 

メダカすくいやお菓子つかみなどのイベン

トの手伝いをした 2 人は、「いろんな人と関わ

って楽しかった」「またやりたい」と地域の方

との交流を楽しみました。 

公民館の方からは、「昨年よりも来場者が多

かったので、お手伝いいただき本当に感謝し

ております。」とおっしゃっていただきまし

た。 

町民文化祭に

 

形中 

形中生がボランティア参加

【ボランティア】１年：古川晴也 ３年：ﾊﾞﾘｪﾝﾃｽ ｻﾊﾞﾅ 

 

メダカすくい 

お菓子つかみ 

 

 

 

 

 形中 主張おはなし会

11/20(木)、爽

やかな秋風の吹く

中、昼放課の Skat

広場で、蒲郡市立

図書館司書：三浦

佳穂さんによる

「出張おはなし会 

in Skat 広場」を開催しました。 

新年度を迎えるにあたり、不安であ

ったり、思うように進めないかもと思

ったり、今の自分でいいのだろうかと

思ったり、さまざまな思いを抱えてい

るであろう形中生。そんな生徒たちの

背中を押してくれる絵本３冊（「ねこの

ピート」「ぜつぼうの濁点」「あなたの

すてきなところはね」）を選び、読んで

くださいました。 

集まった生徒たちは思い思いに腰を

下ろし、静かにお話の世界へと引き込

まれていました。 

 

昼放課の勉強会

11/11(火)～14(金)、第２回「昼放

課の勉強会」を開催しました。今回は

５人の大学生（形中卒）とテスト勉強

に取り組みました。「先生、ここ教えて

ください！」と積極的に質問する生徒

もいれば、大学生とのコミュニケーシ

ョンを楽しむ生徒もいました。 

初ボランティアの学生は、「生徒から

しゃべりかけてくれて、緊張がほぐれ

ました。」「中学生と関わることができ

て、いい経験になりました。」と話して

いました。形中生と大学生、双方にと

って有意義な時間となりました。 

第２回大学生による

【学生サポーター】 大野田裕人さん 中山直輝さん  

中野渡幸菜さん 青山裕哉さん 富澤奏さん 

 


